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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週は、対円、対米ドルともに、レアルは上昇しました。
2年国債金利は低下しました。

下院特別委員会で、社会保障改革法案が承認された
ことや、下院本会議で法案が可決されることへの楽観的
な見方を背景に、ブラジルの為替市場や債券市場は上
昇しました。

一部の報道機関は、社会保障改革法案の下院採決に
ついて、政府の下院議員の説得により、賛成多数で可決
される見込みと報道しています。

国債金利については、発表されたインフレ率が継続的
に上昇幅を縮めていること、小売売上高が予想を下回っ
たことも材料になりました。これを受けて、中央銀行が今
後も積極的な利下げを行っていくとの見方が強まり、金利
が低下しました。

【2】今週の見通し

今週は、経済活動指数などの発表があります。中央銀
行の金融緩和政策が、景気浮揚に効果を発揮するかが
注目されます。

5月末に下院で採決が行われるとみられる社会保障改
革法案について楽観的な見通しが広がっていることや、
地政学リスクへの懸念が足元は和らいでいることを背景
に、ブラジル金融市場は堅調に推移することが見込まれ
ます。

引き続き、社会保障改革を含む構造改革が注目されま
す。公的年金支給年齢の引き上げなどの緊縮策には労
働組合をはじめ各方面から反発がみえますが、テメル政
権が財政健全化を着々と進める場合には、海外投資家
の信認改善に寄与するとみられ、構造改革期待を背景と
したブラジルへの投資活発化を通じてブラジル・レアルを
下支えすることが期待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】
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（2017年4月14日～2017年5月12日）

（2017年4月14日～2017年5月12日）

【2017年5月6日～2017年5月12日までの推移】


